
 

 

第 4群  4-14 自分勝手に行動する（有無） 
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4－14 

自分勝手に 

行動する 

評価軸 ：③有無 

1.ない 

2.ときどきある 

3.ある 

(1) 調査項目の定義 

「自分勝手に行動する」頻度を評価する項目である。 

ここでいう「自分勝手に行動する」とは、明らかに周囲の状況に合致しない自分勝手な行動をする

ことである。 

 

(2) 調査上の留意点及び特記事項の記載例 

いわゆる、性格的に「身勝手」「自己中心的」等のことではなく、場面や目的からみて不適当な行

動があるかどうかで選択する。 
 

◆特記事項の例◆ 

家族の話では、昔から自分勝手に行動することがあって、性格的に「身勝手」「自己中心的」
等のことで、周囲の状況に合致しない行動ではないため、「1.ない」を選択する。 

 

◆特記事項の例◆ 

深夜遅くに「買い物に行くからついてこい」といって聞かなくなることが週に 2～3 回ある。
周囲にあいている店はないが、靴を履くまで納得しないことも多いことから「3.ある」を選択
する。 

 

(3) 異なった選択が生じやすい点 

対象者の状況 誤った選択 正しい選択と留意点等 

介護者である妻の話

では、もともとの性格

から、自分勝手な行動

が多い。 

「3.ある」 「1.ない」を選択する。 

もともとの性格からの自分勝手な行動ではな

く、明らかに周囲の状況に合致しない行動があ

るかどうかで選択する。 

 

 


